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1,025.62億円
（前年同期比105.3%）

売上高

60.72億円
（前年同期比71.0%）

営業利益

中間21.5円
1株当たり配当金

64.09億円
（前年同期比72.0%）

経常利益

41.31億円
（前年同期比71.2%）
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　株主の皆さまには、平素から格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　本年創業60周年の節目を迎えた当社は、さらなる成長を期して、6月より代表取締役会長に佐藤 守正、代表 
取締役社長に安田 和之が就任いたしました。倍旧のお引き立てを賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

　社会経済は急激に変化しております。ウィズ・コロナの新たな生活様式は、デリバリーやテイクアウトサービス
を定着させるとともに、新たな成長が見込まれる冷凍食品の市場に対応した容器へのニーズは高まっております。
一方で電力価格が高騰しており、下期におきましても経営環境は予断を許さない状況と認識しております。
　このような厳しい経営環境の下ではありますが、時代の要請を先取りした容器の開発、満を持したマレーシア
への進出などにより、安心安全で豊かな食生活の創造と持続可能な社会の実現に一層の役割を果たしてまいる 
所存です。
　次の60年に向けた飛躍の年とすべく努力を重ねてまいります。
　今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　当第2四半期連結累計期間の売上高は、過去
最 高 と な る1,025億62百 万 円 と な り ま し た。 
前年同期における内食需要増加の反動等による
出荷量の減少、また価格改定の交渉に注力した
ため、売上数量は前期比98.1%となりましたが、
二度にわたる価格改定による増収を継続する 
ことができました。
　一方、利益面におきましては、価格改定や 
各部門における改善効果が認められたものの、
原料・電力価格の上昇、人件費や労務費の増加に
より、営業利益は60億72百万円（前年同期比
71.0%）、経常利益は64億９百万円（前年同期
比72.0%）、親会社株主に帰属する四半期純利益
は41億31百万円（前年同期比71.2%）となり
ました。

代表取締役会長（兼）
エフピコグループ代表 代表取締役社長

株主の皆さまへ 連結業績ハイライト
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2022年
LSSPI社
株式取得

2015年
「ダイバーシティ　　
経営企業100選」に選出

「攻めのIT銘柄」に選定
「第6回ものづくり日本大賞」 
優秀賞受賞

1962年
PSP成形加工
開始

2010年
マルチFP容器

（持っても熱くならない
レンジ容器）
販売開始

2012年
PET二軸
延伸製品
上市

1990年代
透明蓋付
トレー
製造販売

2000年代
現場（顧客）の
要望を商品化
多品種生産へ

2010年
ねじ式蓋容器
販売開始

2022年
冷凍食品市場向け

「耐寒PPi-タルク」
販売開始

1990年
エフピコ方式の
リサイクルスタート

1991年
「エコトレー」が
業界初のエコマーク
認定

1980年
使用済みトレーの
回収開始

2011年
「エコマークアワード
2010」にて『金賞』受賞
環境大臣より

「エコ・ファースト企業」
として認定

2017年
関東エコペット工場
稼働

2019年
「G20イノベーション展」
出展

2020年
「エフピコ環境基金」
設立

2022年
関東エリアに

「太陽光発電」導入

2022年
「健康経営優良法人
（大規模法人部門）」
認定取得

2022年
東証プライムへ
市場移行

2022年
TCFD提言へ
賛同

1971年
ウッド組立
食品容器
製造開始

1989年
広島証券
取引所
株式上場

2001年
福山、東京
2本社制に

2005年
東証一部
大証一部
指定

2019年
福山市総合体育館

「エフピコアリーナ」のネーミングライツ取得

1981年
カラートレー
製造販売開始

1983年
PSP製
電子レンジ用
耐熱容器開発

1962年
福山パール紙工㈱設立

世界初

2020年
デリバリー専用容器

「DLVシリーズ」
販売開始

▲関東エリアの施設屋上に設置した太陽光パネル

▲SU弁当容器

2016年
PETボトル
リサイクルから
エコPET製造までの
一貫生産拠点

「中部エコペット工場」
稼働

▲エコAPET容器

2007年
「第1回容器包装3R
推進環境大臣賞」にて

『製造部門最優秀賞』
受賞

1962年創業以来、
創業者 小松安弘は
良い時こそ「忍（が
ま ん ）」の 経 営 で 
エフピコを成長させ
てきました。常に、
食品トレーを通じて人々の食生活を豊かに 
し た い と い う 強 い 思 い で 挑 戦 を 続 け 、 

『現場主義・顧客第一主義』は、エフピコグループ
の社員へ受け継がれています。

1960 1970 1980 1990 2000
2010

2020

皆さまのおかげでエフピコは
60周年を迎えました

エフピコのあゆみ
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当社は2022年8月31日にマレーシアにあるLee Soon 
Seng Plastic Industries社（以下、LSSPI社）の株式を 
三井物産株式会社との合弁で取得しました。出資比率は
三井物産株式会社が60%、当社が40%でLSSPI社は当社の
持分法適用関連会社となりました。
当社と三井物産が持つ販売力強化や生産効率向上のため
の経営ノウハウを導入し、東南アジア地域における競争
力向上と利益の最大化を実現させるとともに、安全・安心・
環境にも配慮した製品
開発を行い、食品容器
を通じてアジアの生活
の質の向上と豊かな 
社会の創造を目指します。

2022年5月、中部第一工場は最新鋭の設備を導入し、
稼働を再開しました。
また、2022年9月に関西の新拠点として、兵庫県 
小野市に関西工場・関西
ハブセンターが完成し、
2023年2月より稼働いた 
します。生産工場と配送
センターを近隣に設けて
拠点化することで、自社
物流システムを最大限に
活かし、製造後すぐに運ぶ
という理想的な販売網を
構築いたします。

エフピコの創業60周年を記念
して、グループ社員とご家族 
からマスコットキャラクターを
公募して誕生しました。
これから色々な場面で皆さん
にお会いできることを楽しみに
しています。

「学研まんがでよくわかるシリーズ１８２」として、『食品 
トレーのひみつ』が２０２２年５月に発刊されました。
環境に対する取り組みと思いを小学生に正しく理解して
いただきたいと、当社が全面協力して制作されたもの 
です。制作過程では、社員の家族の小学生にもモニター
として参加して意見をもらい、わかりやすく心に届く内容

とするよう工夫を重ねました。
この漫画は、全国の小学校や公立図書館
約25,000か所へ寄贈されています。

タルクは天然鉱物で、純度の高い原石は主に中国、インド、
パキスタンなどで産出されます。石の状態からパウダー状
に粉砕され、化粧品や医薬品など様々な用途に使用されて
いる身近な素材です。

新型コロナによる内食需要増大の中、美味しくバラエティ豊かな冷凍食品が次々と開発・
提供されています。耐寒PPi-タルクは、このような冷凍食品を安全に提供するために開発
された環境配慮素材です。
素材や容器の開発を通じて、より豊かな食生活を提供できるよう努めてまいります。

LSSPI社　
持分法適用関連会社化

エフピコグループ
マスコットキャラクター

性格・特徴
● 1億5歳　● きれいなトレーが大好物
● お腹の4つの矢印は、四者一体をイメージ
● 歩くときにピコピコ鳴る　● 口ぐせは「ガブ」

ピコザウルス誕生！
学習漫画『食品トレーのひみつ』発刊

中部第一工場、
関西工場・関西ハブセンター完成

低温でも
衝撃に強い！
耐久性UP

冷凍からの
レンジアップ

OK

タルクって
何？

薄肉化により
プラスチック
使用量を削減

強度・耐衝撃性UP

NEW  PRODUCT 製品紹介

耐寒性とエコに優れた
オリジナル新素材が登場!!耐寒PPi-タルク冷凍市場向け

新素材

中部第一工場

関西工場・関西ハブセンター

よろしくガ
ブ

トピックス
T O P I C S
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

社 名 株式会社エフピコ
FP CORPORATION

福 山 本 社 〒721-8607
広島県福山市曙町一丁目13番15号
TEL 084-953-1145（代表）

東 京 本 社 〒163-6036
東京都新宿区西新宿六丁目8番1号
新宿オークタワー36Ｆ
TEL 03-5320-0717（代表）

設 立 1962年7月24日
資 本 金 13,150,625,630円

会社の概況（2022年9月30日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

　240,000,000株
　　84,568,424株

5,005名

株式の状況（2022年9月30日現在）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（%）

株 式 会 社 小 松 安 弘 興 産 28,778 35.16 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　 9,538 11.65 
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5,754 7.03 
積 水 化 成 品 工 業 株 式 会 社 3,165 3.87 
株 式 会 社 西 日 本 シ ティ 銀 行 1,760 2.15 
エ フ ピ コ 共 栄 会 1,585 1.94 
株 式 会 社 も み じ 銀 行 
常任代理人 日本マスタートラスト
信 託 銀 行 株 式 会 社

1,525 1.86 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（退職給付信託積水化成品工業口） 1,200 1.47 

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社
常任代理人 株式会社日本カストディ銀行 1,143 1.40 

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社
常任代理人 株式会社日本カストディ銀行 1,102 1.35 

（注）	 1．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
	 2．持株比率は、自己株式数（2,720,559株）を控除して計算しております。

大株主の状況（上位10名）（2022年9月30日現在）

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　
大阪証券代行部
〒541-8502　
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL ０１２０–０９４–７７７（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告
公告掲載URL　https://www.fpco.jp/

（ただし、電子公告によることができない
事故、その他やむを得ない事由が生じた 
ときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1．‌�ご住所・お名前の変更、単元未満株式の買取・買増請求、

配当金受取方法の変更などについては、お取引のある証券
会社にお問合せください。

2．‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし 
ては、左記特別口座の口座管理機関にお問合せください。 
なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。

3．‌�未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本店及び
全国各支店でお支払いいたします。

株 主メモ

株主総会資料ウェブ化のお知らせ
会社法改正により、2023年3月以降の株主総会から、株主総会資料が原則ウェブ化されます。
書面での株主総会資料の受領を希望される株主様は、基準日である2023年3月31日までに書面交付請求の 
お手続きをお願いします。※議決権行使書は原則、今までどおりお送りいたします。
お手続き方法については、口座を開設されている証券会社または三菱UFJ信託銀行にお問い合わせください。
本制度について詳しくはこちら→https://www.tr.mufg.jp/daikou/denshi.html


